
川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、川崎市自主防災組織育成指導要綱（昭和５８年４月１５日施行）第３条に基

づき認定された自主防災組織（以下「自主防災組織」という。）の育成と、防災体制の充実を図

るため、自主防災組織が防災活動を行ううえに必要な防災資器材の購入に対し、予算の範囲内で

補助金を交付することについて必要な事項を定めることを目的とする。 

（補助対象） 

第２条 前条に規定する補助金（以下「補助金」という。）の交付対象は、自主防災組織とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、自主防災組織の代表者が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）に該当する場

合は、補助金を交付しないものとする。 

（防災資器材） 

第３条 補助金の交付対象となる防災資器材は、自主防災組織が防災活動の用に供するもので、別

表に掲げるものとする。なお、別表に掲げている防災資器材であっても消防法等関係法令により

設置が義務付けられているものについては交付対象としない。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、毎会計年度中に自主防災組織が防災資器材の購入に要する費用の２分の１

以下の額とする。 

ただし、次の各号により算出した金額の合算額を限度とし、１００円未満の端数は切り捨てる

。 

(１) 組織割（１自主防災組織につき） ３００，０００円 

(２) 世帯割（１世帯につき）         ６００円 

２ 次条第２項の規定による連名申請を行う場合における前項ただし書きの取扱いについては、連

名申請を行う自主防災組織の数にかかわらず、同項第１号に掲げる額に、当該連名申請を行う各

自主防災組織ごとに同項第２号により算出した額を加えた額を限度とし、１００円未満の端数は

切り捨てる。 

（補助金の交付申請） 

第５条 防災資器材の購入を計画し、補助金の交付を受けようとする自主防災組織の代表者は、予

め、防災資器材購入補助金交付申請書（第１号様式。以下「申請書」という。）に必要な事項を

記載し、市長に提出しなければならない。 

２ 近隣の複数の自主防災組織が共同で使用する防災資器材について、連名で購入を計画し、補助

金の交付を受けようとする場合は、連名で申請すること（以下「連名申請」という。）ができる。

この場合、連名申請を行おうとする自主防災組織は、予め、当該申請の代表となる自主防災組織

（以下「代表自主防災組織」という。）を定めるとともに、防災資器材購入補助金連名申請申出

書（第２号様式。以下「申出書」という。）に必要な事項を記載し、代表自主防災組織の代表者

は、申請書と併せて申出書を市長に提出しなければならない。 

（補助金の交付決定） 

第６条 市長は、前条の規定により申請書の提出があったときは、その内容を審査し、補助金を交

付すべきものと認めるときは、速やかに補助金の交付を決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付を決定したときは、防災資器材購入補助金交付決定通

知書（第３号様式。以下「交付決定通知書」という。）により、申請書を提出した自主防災組織

（連名申請の場合においては、代表自主防災組織以外の自主防災組織を含む。）の代表者（以下
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「申請者」という。）に通知するものとする。 

３ 市長は、申請書の補助申請金額と交付する補助金の額が異なる場合は、交付決定通知書にその

理由を付して、申請者に通知するものとする。 

４ 市長は、第１項の規定により補助金の交付を行わないことと決定したときは、防災資器材購入

補助金不交付決定通知書（第４号様式）にその理由を付して、申請者に通知するものとする。 

（申請の取下げ） 

第７条 前条第２項の規定による通知を受けた申請者（連名申請の場合にあっては、代表自主防災

組織の代表者）は、補助金の交付の決定の内容又はこれに付された条件に不服があるときは、申

請を取り下げることができる。 

２ 連名申請の場合に、前項の取下げを行うときは、代表自主防災組織以外の自主防災組織の同意

を得るものとする。 

３ 前２項の規定により申請を取り下げようとするときは、前条第２項の規定による通知があった

日から起算して１４日以内に、防災資器材購入補助金交付申請取下届出書（第５号様式）を市長

に提出しなければならない。 

（変更申請） 

第８条 申請者（連名申請の場合にあっては、代表自主防災組織の代表者）は、第６条第２項の規

定による通知を受けた後、購入を予定する防災資器材の品目、数量又は金額に変更を生じたとき

は、防災資器材購入補助金交付変更申請書（第６号様式。以下「変更申請書」という。）に必要

事項を記載し、市長に提出しなければならない。ただし、防災資器材の購入数量が減少した、又

は値引き等で価格が減少したことにより、購入総額が減少した場合は、この限りではない。 

２ 連名申請の場合に、前項の変更が生じたときは、代表自主防災組織以外の自主防災組織の同意

を得るものとする。 

３ 市長は、前項の規定による変更申請書の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、こ

の要綱の規定に適合していると認めたときは、交付決定通知書により、変更後の補助金の額を申

請者に通知するものとする。 

（購入報告） 

第９条 申請者は、防災資器材の購入を完了したときは、速やかに防災資器材購入報告書（第７号

様式。以下「購入報告書」という。）に必要事項を記載し、領収書（写）等を添付して、市長に

提出しなければならない。 

(補助金交付額の確定) 

第１０条 市長は、前条の規定による購入報告書の提出があったときは、速やかにその内容を審査

し、適当と認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、防災資器材購入補助金交付額確定通

知書（第８号様式。以下「交付額確定通知書」という。）により、購入報告書を提出した申請者

に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の審査に当たり、必要があるときは、自主防災組織が購入した防災資器材の検査

を実施する。 

（補助金の交付及び請求） 

第１１条 補助金は、前条第１項の規定による補助金交付額の確定後、原則として申請者の指定す

る金融機関の預金口座に振り込むものとする。ただし、市長が特に必要と認める場合は、補助金

の交付決定後に概算払いをすることができる。この場合において、申請者は、申請書に理由書を

添付して提出しなければならない。 

２ 申請者は、前項の規定により補助金を受けようとするときは、防災資器材購入補助金（概算）

交付請求書（第９号様式）を市長に提出しなければならない。 
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（返戻） 

第１２条 前条第１項ただし書の規定により概算払いによる補助金の交付を受けた申請者は、防災

資器材購入報告書による購入額が、補助金交付決定時の購入予定額を下回った場合には、購入額

に対する第４条の規定による補助金相当額と既に交付した補助金額との差額を返戻しなければ

ならない。 

（補助金の返還） 

第１３条 市長は，補助金の交付を受けた申請者が、この要綱の規定に違反して虚偽その他不正の

手段で補助金の交付を受けたとき、又は第２条第２項に規定する場合は、補助金の全部又は一部

の返還を命ずることができる。 

 （確認） 

第１４条 市長は、必要に応じ、自主防災組織の代表者が暴力団員に該当するか否かを神奈川県警察

本部長に対して確認を行うことができる。ただし、当該確認のために個人情報を神奈川県警察本部

長に提供するときは、神奈川県警察本部長に対して当該確認を行うことについて、当該個人情報の

本人の同意を得るものとする。 

 （委任） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、防災資器材購入補助金の交付に関し必要な事項は、別に定

める。 

附 則 

この要綱は、昭和５２年７月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、昭和５７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現に補助金の交付を受けている自主防災組織に対しては、第４条の規定により

算出した補助金の額から、既に交付した金額を差引いた額の範囲で補助金の交付を行うことができる。 

附 則 

この要綱は、昭和５８年４月２６日から施行し、昭和５８年４月１日から適用する。 

附 則 

この要綱は、昭和５９年５月１５日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成７年１２月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この要綱は、平成２３年９月２１日から施行する。 

２ この要綱による改正後の川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金交付要綱の規定は、平成 

２３年４月１日から適用する。 
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附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年６月５日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年４月１４日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２９日３０川総危第１３０７号） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 改正前の要綱の規定により調製した帳票で現に残存するものについては、当分の間、必要な箇所

を訂正した上、引き続きこれを使用することができる。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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別 表（第３条関係） 

防 災 資 器 材 購 入 品 目 一 覧 表 
分類 対象資器材 備考 

１ 消火用具類  ①消火器  ・詰め替えを除く。 

②消火器用格納箱  

③水バケツ  

④消火ホース 
（消防用ホース） ・水道用ホース等日用品の部類は除く。 

⑤消火ホース用ノズル 

⑥屋外消火栓用器具 
・消火栓開閉用器具 
・スタンドパイプ等のジョイント（媒介）器具類 

⑦消火ホースキット 
・消火ホース、消火ホース用ノズル、屋外消火
栓用器具がセットになったもの。 

⑧その他 ・その他災害時の消火に用いる用具 

２ 救出救助器具類 ①のこぎり 

・救助器具セット等を含む。 

②バール 

③かけや 

④つるはし 

⑤スコップ 

⑥手斧・なた 

⑦ジャッキ 

⑧カラビナ 

⑨ロープ 

⑩ウインチ 

⑪ハンマー 

⑫番線カッター 

⑬はしご ・脚立を含む。 

⑭その他 ・その他災害時の救出救助に用いる用具 

３ 救護用具 ①救急箱 ・医薬品（中身）のみの購入は除く。 

②担架  

③車椅子  

④ＡＥＤ ・据付用格納箱等を含む。 

⑤その他 ・その他災害時の救護に用いる用具 

４ 防災被服類 ①ヘルメット  

②防災用被服  

③腕章  

５ 通信器具類 
①トランシーバー 

・免許を要する場合、免許申請等にかかる費用
は除く。 

②携帯ラジオ  

③メガホン類  

④その他 ・その他災害時の通信に用いる器具 

６ 防災倉庫類 
①防災倉庫 

・工事費用を除く。 

・整理棚は倉庫購入時のみ可能 

②防災用品保管庫 
・多人数が使用するものに限る。 

・個別使用・配布するものは除く。 

７ 炊事器具類 ①鍋・釜類 

・多人数が使用するものに限る。 
・個別使用・配布するものは除く。 

②炊飯器具セット 

③水タンク 

④カセットコンロ 

８ その他 ①テント 
・多人数が使用するものに限る。 
・個別使用・配布するものは除く。 

②仮設トイレ 

③防水シート 

④懐中電灯  

⑤リヤカー  

⑥避難誘導棒  

⑦毛布  

⑧エレベータ用防災セット 
・消耗品（中身）のみの購入は除く。 
・エレベータに設置するものに限る。 

⑨ボート 
・荷物搬送用として使用するものに限る。 
・船外機の購入は除く。 

⑩カラーコーン ・重り等付属品も含む。 

９ 維持管理体制の ①発動発電機  
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必要な資器材 ②蓄電池 ・個別使用・配布する物は除く 

③投光機  

 ④コードリール  

 ⑤チェンソー  

 ⑥エンジンカッター  

 ⑦ろ水機・浄水機  

⑧可搬型消火ポンプ  

⑨排水ポンプ  

⑩ガソリン携行缶  
 
※ 上表に掲げる資器材の維持管理に要する消耗品類は除く。 

※ 補助対象品目は、原則として上表に掲げるものとするが、第３条に規定する用に供するもので、市 

長が特に必要と認める場合は、この限りでない。 

※ 消防法等関係法令により設置が義務付けられているものについては交付対象としない。 
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第１号様式 

担任   

 

防災資器材購入補助金交付申請書 
 

  年  月  日  

 

 （宛先）川 崎 市 長 

自主防災組織名                     

代表者住所                     

代表者役職・氏名 （役職）   （ 氏名）           

電    話                     

 

本年度において、次のとおり防災資器材の購入を計画しましたので、補助金の交付を申請します。なお、

本件防災資器材は、消防法等関係法令に基づく設置義務のあるものではなく、自主防災活動に供するため

購入するものです。 

 

１ 町内会・自治会等の名称                          

２ 自主防災組織の構成世帯数                   世帯  

３ 購入予定総額                             円  

４ 補助申請金額                             円  

５ 添付書類                      (1) 自主防災組織の編成表 

(2) 防災資器材購入品目一覧表 

(3) 見積書等（写） 

６ 本申請の連絡先              氏 名                   

電 話                   

 

 ※ 他の自主防災組織と連名で申請を行う場合は、本申請書のほか、「防災資器材購入補助金 

連名申請申出書（第２号様式）」を併せて提出してください。 

なお、連名申請の場合は、本様式には代表となる自主防災組織に係る情報を記入してく

ださい。 

備 考 

 

   暴力団員でないことを確認するため、本様式に記載された個人情報を神奈川県警察本部に照会する

ことについて同意します。 
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第２号様式 

 

 

防災資器材購入補助金 連名申請申出書 
 

 

  年  月  日  

 

 （宛先）川 崎 市 長 

 

連名申請に係る代表の 

自主防災組織名                     

代表者役職・氏名 （役職）   （ 氏名）           

 

       年  月  日付けで申請いたしました防災資器材購入補助金の交付について、次のとおり連名で

の申請としたいので申し出ます。 

 

 

（代表以外の自主防災組織） 

自主防災組織名  

代表者住所  

代表者役職・氏名 （役職）            （氏名）                     

電話  

町内会・自治会等の名称  

自主防災組織の構成世帯数  

添付書類 自主防災組織の編成表 

本申請の連絡先 氏名                  電話 
 

備 考 

 

暴力団員でないことを確認するため、本様式に記載された個人情報を神奈川県警察本部に照会する

ことについて同意します。 
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（継続用紙） 

 

 

自主防災組織名  

代表者住所  

代表者役職・氏名 （役職）            （氏名）                     

電話  

町内会・自治会等の名称  

自主防災組織の構成世帯数  

添付書類 自主防災組織の編成表 

本申請の連絡先 氏名                  電話 

 

 

 

 

 

自主防災組織名  

代表者住所  

代表者役職・氏名 （役職）            （氏名）                     

電話  

町内会・自治会等の名称  

自主防災組織の構成世帯数  

添付書類 自主防災組織の編成表 

本申請の連絡先 氏名                  電話 
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第３号様式 

 

防災資器材購入補助金交付決定通知書 

 

川 崎 市 指 令   第   号  

    年   月   日  

 

              川崎市 

                      

                      

  様  

 

      年  月  日付けで申請のありました川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金につきまして

は、川崎市自主防災組織資器材購入補助金要綱の規定に基づき、次の条件をつけて交付することを決定し

ましたので通知します。 

 

         １  交 付 金 額           円 

 

 

 

 

 

 

        ２ 上記１の額が申請書の補助申請金額と異なる場合はその理由 

 

 

 

 

川崎市長               印    

 

（補助金交付の条件） 

１ この補助金は、申請のあった防災資器材の購入のためにのみ使用すること。 

２ 防災資器材を購入したときは、速やかに防災資器材購入報告書（第７号様式）を提出すること。 

３ 補助金を上記１以外の目的に使用したとき又は書類の記載事項に虚偽不正の行為が認められたとき

は、補助金の全部又は一部を返還すること。 

４ その他 （                                                           ）  

 

連名申請の場合の内訳 
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第４号様式 

 

防災資器材購入補助金不交付決定通知書 

 

 

川崎市指令  第  号 

  年  月  日 

 

 

              川崎市 

                      

                    

  様 

 

      年  月  日付けで申請のありました川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金の交付につき

ましては、次のとおり不交付と決定しましたので通知します。 

 

 

 

川崎市長          印    

 

 

 

 

交付しない理由 
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第５号様式 

担任   

 

防災資器材購入補助金交付申請取下届出書 
 

  年  月  日 

 

 （宛先）川 崎 市 長 

自主防災組織名                     

代表者住所                     

代表者役職・氏名 （役職）   （氏名）           

電    話                     

 

      年  月  日付け川崎市指令  第    号により交付決定通知のあった川崎市自主防災組織

防災資器材購入補助金について、当該補助金の交付の決定の内容又は交付の決定に付された条件のう

ち、次に掲げる事項について不服があるので、川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金交付要綱第７

条第２項に基づき補助金の申請を取り下げます。 

 

不服のある交付の決定の内容又は交付の決定

に付された条件 
理由 

  

 

（連名申請の場

合に使用） 

 

代表となる自主

防災組織以外の

自主防災組織の

確認欄 

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

備 考 
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第６号様式 

担任   

 

防災資器材購入補助金交付変更申請書 
 

  年  月  日 

 

 （宛先）川 崎 市 長 

 

自主防災組織名                     

代表者住所                     

代表者役職・氏名 （役職）   （氏名）           

電    話                     

 

本年度において、次のとおり防災資器材の購入計画を変更しましたので、申請します。 

 

品   目 
変  更  前 変  更  後 

数量 金   額 数量 金   額 

     

     

     

     

     

     
 

（連名申請の

場合に使用） 

 

代表となる自

主防災組織以

外の自主防災

組織の確認欄 

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

備 考 
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第７号様式 

担任   

防災資器材購入報告書 

  年  月  日  

（宛先）川崎市長 

 

自主防災組織名                     

代表者住所                     

代表者役職・氏名 （役職）   （氏名）           

 

     年  月  日付け川崎市指令  第   号により交付の決定を受けた防災資器材購入補助金に

ついて、次のとおり防災資器材を購入しましたので、領収書（写）等を添えて報告します。 

品    目 数 量 金  額（円） 保管場所 

    

    

    

    

    

    

合     計         円  

※ 領収書は、品目、数量及び金額が記載されたものを添付すること。領収書に品目、数量及び金額の記載

がない場合は、それらが記載されている購入業者が発行した書類を添付すること。 

 

（連名申請の

場合に使用） 

 

代表となる自

主防災組織以

外の自主防災

組織の確認欄 

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

備 考 

 

 

-42-



（継続用紙） 

 

品    目 数 量 金  額（円） 保管場所 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

合     計 
 

       円 
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 （継続用紙） 

（連名申請の

場合に使用） 

 

代表となる自

主防災組織以

外の自主防災

組織の確認欄 

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             

自主防災組織名                         

代表者住所                         

代表者役職・氏名 （役職）     （氏名）             
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第８号様式 

 

防災資器材購入補助金交付額確定通知書 

 

 

  川   第    号 

  年  月  日 

 

 

              川崎市 

                      

                    

  様 

 

 

 

      年  月  日付け川崎市指令  第    号により交付決定した川崎市自主防災組織防災資器材

購入補助金について、次のとおり交付額を確定しましたので通知します。 

 

 

         交 付 確 定 金 額           円 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市長        印    

 

 

 

 

 

 

 

連名申請の場合の内訳 
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第９号様式 

担任   

 

防災資器材購入補助金（概算）交付請求書 
 

  年  月  日  

 

 （宛先）川 崎 市 長 

 

自主防災組織名                     

代表者住所                     

代表者役職・氏名 （役職）   （氏名）        印  

電    話                     

 

 

      年  月  日付けで交付が決定されました川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金につい

て、次のとおり交付を請求します。 

 

１ 補助金請求金額               円 

 

２ 振込先 

金 融 機 関 名 銀行                      支店 

預 金 種 別 １ 普通 ２ 当座 口座番号        

口 座 名 義 

（受取人）  

フリガナ  

名 義 

 

３ 委任状（請求人と受取人が違う場合は記入が必要となります。） 

委任者  自主防災組織名                        

代 表 者 住 所                        

代 表 者 氏 名                    印   

私は、次の者を代理人に定め、川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金の受領に関する権限を委

任します。 

受任者 団体名                           

      住 所                           

      氏 名                      印    

※振込先の通帳の写し（表紙と表紙裏面（カナ氏名・支店名等が記載されている面））を添付して下さい。 

※口座名義（受取人）は正確に記入して下さい。 
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宮前区「川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金」事前調整に係る事務取扱要領 
 
 
（目的） 
第１条 この事務取扱要領は、区内の自主防災組織が川崎市自主防災組織防災資器材購入補助金

（以下、「補助金」という。）制度による恩恵を公平に受けられるようにすることを目的として、

宮前区自主防災組織連絡協議会（以下、「協議会」という。）で事前に補助金を交付する自主防

災組織の調整を行うことについて必要な事項を定めたものである。 
 
（調査書の提出） 
第２条 防災資器材の購入を計画し、補助金の交付を受けようとする自主防災組織の代表者は、

あらかじめ指定された期日までに様式１「防災資器材購入希望調査書（以下、「調査書」という。）」

及び様式２「防災資器材購入品目一覧表」を協議会会長へ提出しなければならない。 
 
（調整の手順） 
第３条 補助金を交付する自主防災組織の調整手順は、次の手順による。 

（１）調査書において提出された補助希望額の合計を算出する。 
（２）前号において、補助希望額の合計が、その年度の予算額を上回った場合に、協議会会長

は、宮前区自主防災組織連絡協議会役員会（以下、「役員会」という。）を開催する。 
（３）役員会は、提出された調査書をもとに、予算の範囲内で補助金を交付する自主防災組織

の調整を行う。 
２ 前項第１号において算出した合計額が、その年度の予算額を超えていない場合は、調査書を

提出していない組織を対象に再調査を行うことができる。 
 
（調整の基準） 
第４条 役員会においては、次の各号の基準に基づいて調整を行い、補助金を交付する自主防災

組織を調整する。なお、優先順位は同号に掲げる順序とする。 
（１）過去３年間に補助金を受けていない自主防災組織 

 （２）過去３年以内に補助金を受けている自主防災組織のうち、過去３年の補助額の総額が１

年あたりの上限額の２５％を超えない組織 
 （３）いずれの号にも当てはまらない組織 
２ 前条第２項において再調査を行った場合は、調査書を提出した組織を対象に調整を行うもの

とし、再調査分の補助希望額が、予算残額を超える場合は、次項の規定に基づき補助希望額を

決定するものとする。 
３ 前２項において調整した結果、第１項においては予算額を上回った号に該当する組織のみ、

第２項においては再調査により提出された補助希望総額が予算残額を上回った場合にのみ、再

調査により補助を希望した全組織に、次のように算出した係数を補助希望額に乗じて補助額を

決定する。 
  係数：予算残額／該当する団体の補助希望額総計 
  なお、係数は小数点第２位止めとし、３位以下は切り捨てるものとする。 
４ 第１項１号及び２号において予算額を上回った場合、以降の号に該当する組織においては当

該年度における補助対象としない。 
 
（調整に係る特例） 
第５条 前条で定めた基準で調整がつかない場合は、役員会での協議により補助金を交付する自

主防災組織を調整することができる。 
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（自主防災組織への通知） 
第６条 協議会会長は、補助金を交付する自主防災組織を調整した際に、調査書を提出したすべ

ての自主防災組織へその結果を通知する。 
 
（申請書の提出） 
第７条 補助金の交付が決定した自主防災組織は、川崎市長に川崎市自主防災組織防災資器材購

入補助金交付要綱に定める防災資器材購入補助金交付申請書を提出するものとする。 
 
（その他） 
第８条 この事務取扱要領に定めのない事項については、役員会において定める。 
 
 附則 
 この内規は、平成２１年４月１日から実施する。 
 
 附則 
 この内規は、平成３１年４月１日から実施する。 
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川崎市地域防災活動促進助成金交付要綱 

 

 （総則） 

第１条 市長は、地域における防災活動を強力に推進するため、市及び区の自主防災組織連絡

協議会（以下「協議会」という。）の行う事業及び運営に要する経費について、この要綱に

定めるところにより、予算の範囲内で、川崎市地域防災活動促進助成金（以下、「助成金」

という。）を協議会に交付する。 

 （交付対象） 

第２条 助成金の交付対象は、協議会とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、協議会の代表者が、暴力団員による不当な行為の防止等に関

する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」

という。）に該当する場合は、助成金を交付しないものとする。 

 （助成事業） 

第３条 助成金の対象となる協議会の行う事業（以下「助成事業」という。）は、次に掲げるも

のとする。 

（１）避難所運営に関する会議、訓練、研修会、講習等に関すること。 

（２）地域防災拠点（中学校）を中心とした防災活動に関すること。 

（３）防災に関する資料を作成し、提供すること。 

（４）市民まつり、区民祭等において、防災に関する啓発、周知をすること。 

（５）協議会の運営に関すること。 

（６）その他市長が必要と認めた地域防災活動促進のための事業を行うこと。 

 （交付申請） 

第４条 協議会は、助成金の交付を受けようとするときは、川崎市地域防災活動促進助成金交

付申請書（第１号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

（１）地域防災活動促進事業計画書（第２号様式） 

（２）地域防災活動促進事業月別事業計画書（第３号様式） 

（３）地域防災活動促進事業収支予算書（第４号様式） 

 （助成金の交付決定及び通知） 

第５条 市長は、前条第１項の交付申請があったときは、これを審査し、適正と認めたときは、

交付を決定する。 

２ 前項の規定による交付決定の通知は、川崎市地域防災活動促進助成金交付決定通知書（第

５号様式）により行う。 

 （助成事業の変更等） 

第６条 助成金の交付を受けた協議会は、助成事業内容又は助成事業の経費配分を変更しよう

とするときは、あらかじめ地域防災活動促進事業変更（中止、廃止）承認申請書（第６号様

式）に次の各号に掲げる書類を添えて市長に提出し、承認を受けなければならない。ただし、

助成事業に要する各事業経費の変更額が、当該経費の５パーセント以内又は５万円以下の場

合は、この限りでない。 

（１）地域防災活動促進事業変更計画書（第７号様式） 

（２）地域防災活動促進事業月別事業変更計画書（第８号様式） 

（３）地域防災活動促進事業変更収支予算書（第９号様式） 
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２ 協議会は、助成事業を中止し、又は廃止する場合は、市長に前項の申請書を提出し、承認

を受けなければならない。 

（助成事業の変更等の承認及び通知） 

第７条 市長は、前条の変更承認申請等があったときは、これを審査し、適正と認めたときは、

これを承認する。 

２ 前項の規定による変更承認等の通知は、川崎市地域防災活動促進助成金変更承認通知書（第

１０号様式）により行う。 

（助成金の交付） 

第８条 助成金は、申請者の指定する預金口座に振り込むものとする。 

（実績報告） 

第９条 助成金の交付を受けた協議会は、助成事業を完了したときは、速やかに川崎市地域防

災活動促進助成金事業実績報告書（第１１号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて市長

に提出しなければならない。 

（１）地域防災活動促進事業報告書（第１２号様式） 

（２）地域防災活動促進事業月別事業報告書（第１３号様式） 

（３）地域防災活動促進事業収支決算書（第１４号様式） 

（４）監査結果報告書（第１５号様式） 

 （助成金の額の確定） 

第１０条 市長は、前条第１項の実績報告があったときは、これを審査し、適正と認めたとき

は、助成金の額を確定する。 

２ 前項の規定による助成金の確定額の通知は、川崎市地域防災活動促進助成金交付額確定通

知書（第１６号様式）により行う。 

 （助成金の取消し及び返納） 

第１１条 市長は、協議会が助成事業の実施に関し、次の各号の一に該当するものと認めた

場合は、助成金の交付決定の全部若しくは一部を取り消し、又は既に交付した助成金の全

部若しくは一部を返納させなければならない。 

（１）この要綱により提出する書類に虚偽の記載があったとき。 

（２）市長の承認を受けずに助成事業の変更等を行ったとき。 

（３）助成金に不用額が生じたとき。 

（４）第２条第２項に該当する場合 

（書類の整備） 

第１２条 助成金の交付を受けた協議会は、助成事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿

を備え、かつ当該収入及び支出についての証拠書類を整備保管しておかなければならない。 

２ 前項に規定する帳簿及び証拠書類は、当該助成事業の完了の日の属する会計年度の翌年

度から起算して５年間保存しなければならない。 

 （検査） 

第１３条 市長は、必要に応じて助成事業の実施状況等に関して検査することができる。 

２ 前項に規定する検査は、危機管理監が命じた職員により行い、検査の結果を危機管理監

に報告する。 

 （確認） 

第１４条 市長は、必要に応じ、協議会の代表者が暴力団員に該当するか否かを神奈川県警
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察本部長に対して確認を行うことができる。ただし、当該確認のために個人情報を神奈川

県警察本部長に提供するときは、神奈川県警察本部長に対して当該確認を行うことについ

て、当該個人情報の本人の同意を得るものとする。 

附 則 

 この要綱は、平成９年６月６日から適用する。 

   附 則 

 この改正要綱は、平成１８年４月１日から適用する。 

附 則 

 この改正要綱は、平成１９年４月１日から適用する。 

附 則 

 この改正要綱は、平成２４年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この改定要綱は、平成２５年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２８年３月３１日２７川総危第１４５１号） 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則（平成３０年３月３０日２９川総危第１４０７号） 

 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月２９日３川総危第１８０１号） 

 この要綱は、令和４年４月１日から適用する。 
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（第１号様式） 

 

川崎市地域防災活動促進助成金交付申請書 

 

 

  年  月  日 

 

（宛先） 

    川 崎 市 長 

 

 

団体名      自主防災組織連絡協議会 

代表者
ふ り が な

氏名                

所在地 川崎市              

生年月日 Ｈ．Ｓ．Ｔ  年  月  日生 

電 話 ０４４(   )     

 

 

 

 令和  年度地域防災活動促進事業について助成金の交付を受けたいので、川崎

市地域防災活動促進助成金交付要綱第４条の規定に基づき、関係書類を添えて申請

します。 

 

 

 １ 申請額                円 

 

 ２ 添付書類 

  （１）地域防災活動促進事業計画書（第２号様式） 

  （２）地域防災活動促進事業月別事業計画書（第３号様式） 

  （３）地域防災活動促進事業収支予算書（第４号様式） 

 

 

  暴力団員でないことを確認するため、本様式に記載された個人情報を神奈川県

警察本部に照会することについて同意します。 
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（第２号様式） 

地域防災活動促進事業計画書 

    自主防災組織連絡協議会  

事 業 名 当初予算額（円） 積 算 根 拠 事 業 概 要 

    

合 計    
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（第３号様式） 

地域防災活動促進事業月別事業計画書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

月 事 業 名 事 業 内 容 備   考 

４月 

   

５月 

   

６月 

   

７月 

   

８月 

   

９月 

   

10月 

   

11月 

   

12月 

   

１月 

   

２月 

   

３月 
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（第４号様式） 

地域防災活動促進事業収支予算書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

１ 歳 入                       （単位：円） 

事 業 名 当 初 予 算 額 積 算 根 拠 

助 成 金   

合 計   

 

２ 歳 出                       （単位：円） 

事 業 名 当 初 予 算 額 積 算 根 拠 

   

   

   

   

   

   

合 計   
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（第５号様式） 

 

 

川崎市地域防災活動促進助成金交付決定通知書 

 

川崎市指令危対第  号 

令和  年  月  日 

 

 

川崎市             

    自主防災組織連絡協議会 

会 長           様 

 

 

         川崎市長  

 

 

 

令和  年  月  日付けで申請のあった川崎市地域防災活動促進助成金

については、次のとおり決定しましたので、条件を付けて交付します。 

 

助成金交付額              円 

 

（交付の条件） 

１ 助成金は、他の経費に流用しないこと。 

２ 交付を受けた助成金の使途を明確にしておくこと。事業終了後は速やかに川崎市

地域防災活動促進助成金事業実績報告書に必要書類を添えて、提出すること。 

３ 虚偽その他の不正の手段で助成金の交付を受けたときは、助成金の全部又は一部

を返還させる。 
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（第６号様式） 

 

地域防災活動促進事業変更（中止、廃止）承認申請書 

 

令和  年  月  日 

 

（宛先） 

 川 崎 市 長 

 

団体名      自主防災組織連絡協議会 

代表者 会 長                

所在地 川崎市              

電 話 ０４４(   )     

 

 令和  年  月  日付け川崎市指令危対第  号で交付決定を受けた助成事

業について、次のとおり変更（中止、廃止）したいので承認されたく申請します。 

事 業 名 

変更前 変更後 備考 

金額 

(a) 

事業 

概要 

金額 

(b) 

事業 

概要 

増減 

(b)－(a) 

変更（中止、廃止）

の理由 
 

 

円 

 

 

 

円 

 

 

 

円 

 

 

 

合 計       
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（第７号様式） 

地域防災活動促進事業変更計画書 

    自主防災組織連絡協議会  

事 業 名 変更後予算額（円） 積 算 根 拠 事 業 概 要 

    

合 計    
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（第８号様式） 

地域防災活動促進事業月別事業変更計画書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

月 事 業 名 事 業 内 容 備   考 

４月 

   

５月 

   

６月 

   

７月 

   

８月 

   

９月 

   

10月 

   

11月 

   

12月 

   

１月 

   

２月 

   

３月 
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（第９号様式） 

地域防災活動促進事業変更収支予算書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

１ 歳 入                       （単位：円） 

事 業 名 
当初予算額 

(a) 

変更後予算額 

(b) 

増 減 

(b)－(a) 
積 算 根 拠 

助 成 金     

合 計     

 

２ 歳 出                       （単位：円） 

事 業 名 
当初予算額 

(a) 

変更後予算額 

(b) 

増 減 

(b)－(a) 
積 算 根 拠 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

  

 

合 計  
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（第１０号様式） 

 

 

川崎市地域防災活動促進助成金変更承認通知書 

 

川崎市指令危対第  号 

令和  年  月  日 

 

 

川崎市             

    自主防災組織連絡協議会 

会 長           様 

 

 

         川崎市長  

 

 

 

 

令和  年  月  日付けで申請のあった川崎市地域防災活動促進助成金

の変更については、申請のとおり事業変更することを承認します。 
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（第１１号様式） 

 

川崎市地域防災活動促進助成金事業実績報告書 

 

 

令和  年  月  日  

 

（宛先） 

    川 崎 市 長 

 

 

団体名      自主防災組織連絡協議会 

代表者 会 長                

所在地 川崎市              

電 話 ０４４(   )     

 

 

 

 令和  年度地域防災活動促進事業について、事業を完了したので川崎市地域防

災活動促進助成金交付要綱第９条の規定に基づき、関係書類を添えて報告します。 

 

 

  添付書類 

  （１）地域防災活動促進事業報告書（第１２号様式） 

  （２）地域防災活動促進事業月別事業報告書（第１３号様式） 

  （３）地域防災活動促進事業収支決算書（第１４号様式） 

  （４）監査結果報告書（第１５号様式） 
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（第１２号様式） 

地域防災活動促進事業報告書 

    自主防災組織連絡協議会  

事 業 名 決 算 額（円） 積 算 根 拠 事 業 概 要 

    

合 計    
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（第１３号様式） 

地域防災活動促進事業月別事業報告書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

月 事 業 名 事 業 内 容 備   考 

４月 

   

５月 

   

６月 

   

７月 

   

８月 

   

９月 

   

10月 

   

11月 

   

12月 

   

１月 

   

２月 

   

３月 
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（第１４号様式） 

地域防災活動促進事業収支決算書 

    自主防災組織連絡協議会  

 

１ 歳 入                       （単位：円） 

事 業 名 
予 算 額 

(a) 

決 算 額 

(b) 

増 減 

(b)－(a) 
積 算 根 拠 

助 成 金     

合 計     

 

２ 歳 出                       （単位：円） 

事 業 名 
予 算 額 

(a) 

決 算 額 

(b) 

増 減 

(b)－(a) 
積 算 根 拠 

     

     

     

     

     

     

合 計     

 

-71-



（第１５号様式） 

 

監 査 結 果 報 告 書 

 

令和  年  月  日  

 

 

（宛先） 

    川 崎 市 長 

 

 

   （会計監査実施者） 

     川崎市  区             

        自主防災組織連絡協議会 

     監 査           印 

     監 査           印 

 

 

 令和  年度地域防災活動促進事業にかかる助成金の執行について、以下により

会計監査を実施したところ、適正に執行されていることを確認しました。 

 

 

  １ 実施日   令和  年  月  日（  ） 

  ２ 実施方法 

   (1)                       

   (2)                       

   (3)                       

   (4)                       
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（第１６号様式） 

 

 

川崎市地域防災活動促進助成金交付額確定通知書 
 

 

    川危対第  号 

令和  年  月  日 

 

 

川崎市             

    自主防災組織連絡協議会 

会 長           様 

 

 

 

         川崎市長  

 

 

令和  年  月  日付けで提出がありました川崎市地域防災活動促進助成金

事業実績報告書について、その内容を審査した結果、次のとおり助成金の交付金額を

確定しましたので、通知します。 

 

 

助成金交付額      円 
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番号 所在地 区域名 指定年月日 県告示第号
1 有馬3丁目 有馬3丁目1 令和3年5月25日 第408号
2 有馬3丁目 有馬3丁目2 令和3年5月25日 第408号
3 有馬2丁目、有馬3丁目及び有馬4丁目 有馬4丁目1 平成23年3月29日 第225号
4 有馬3丁目及び有馬4丁目 有馬4丁目2 令和3年5月25日 第408号
5 有馬5丁目 有馬5丁目1 令和3年5月25日 第408号
7 有馬7丁目 有馬7丁目2 平成23年3月29日 第225号
8 有馬1丁目、有馬8丁目及び鷺沼1丁目 有馬8丁目1 令和3年5月25日 第408号
9 有馬8丁目 有馬8丁目2 令和3年5月25日 第408号

10 有馬9丁目 有馬9丁目1 令和3年5月25日 第408号
11 梶ケ谷及び野川本町1丁目 梶ケ谷1 令和3年5月25日 第408号
12 梶ケ谷及び宮崎 梶ケ谷2 平成23年3月29日 第225号
13 けやき平 けやき平1 平成23年3月29日 第225号
14 けやき平 けやき平2 平成23年3月29日 第225号
15 けやき平及び南平台 けやき平3 令和3年5月25日 第408号
16 小台1丁目 小台1丁目1 平成23年3月29日 第225号
17 小台1丁目 小台1丁目2 令和3年5月25日 第408号
18 鷺沼1丁目 鷺沼1丁目1 令和3年5月25日 第408号
19 有馬8丁目及び鷺沼1丁目 鷺沼1丁目2 平成23年3月29日 第225号
20 鷺沼2丁目及び鷺沼3丁目 鷺沼2丁目1 令和3年5月25日 第408号
21 鷺沼2丁目 鷺沼2丁目2 令和3年5月25日 第408号
22 小台1丁目、鷺沼3丁目及び土橋3丁目 鷺沼3丁目1 平成23年3月29日 第225号
23 鷺沼4丁目、土橋3丁目、土橋4丁目及び犬蔵2丁目 鷺沼4丁目1 令和6年1月5日 第6号
24 鷺沼4丁目及び犬蔵2丁目 鷺沼4丁目2 平成23年3月29日 第225号
25 土橋1丁目及び土橋7丁目 土橋1丁目1 令和6年9月6日 第532号
26 土橋1丁目及び宮前平2丁目 土橋1丁目2 令和4年12月27日 第522号
27 土橋2丁目 土橋2丁目1 平成23年3月29日 第225号
28 土橋2丁目 土橋2丁目2 平成23年3月29日 第225号
29 小台1丁目及び土橋2丁目 土橋2丁目3 平成23年3月29日 第225号
31 土橋3丁目 土橋3丁目1 平成23年3月29日 第225号
32 土橋4丁目及び土橋6丁目 土橋4丁目1 令和3年5月25日 第408号
33 土橋5丁目 土橋5丁目1 平成23年3月29日 第225号
34 けやき平、土橋5丁目、土橋6丁目及び南平台 土橋6丁目1 平成23年3月29日 第225号
35 土橋6丁目 土橋6丁目2 平成23年3月29日 第225号
36 土橋7丁目 土橋7丁目1 令和4年5月31日 第253号
37 野川本町1丁目 野川1 令和3年5月25日 第408号
38 野川本町1丁目 野川2 令和3年5月25日 第408号
39 野川本町1丁目 野川3 令和3年5月25日 第408号
40 野川 野川4 平成23年3月29日 第225号
41 野川本町3丁目 野川5 令和3年5月25日 第408号
42 野川本町3丁目 野川6 令和3年5月25日 第408号
43 野川本町2丁目及び野川本町3丁目 野川7 令和3年5月25日 第408号
44 野川本町2丁目 野川8 令和3年5月25日 第408号
45 野川及び西野川3丁目 野川9 令和3年5月25日 第408号
46 野川及び西野川3丁目 野川10 令和3年5月25日 第408号
47 西野川3丁目 野川11 令和3年5月25日 第408号
48 野川 野川12 令和4年6月28日 第292号
49 野川 野川13 令和3年5月25日 第408号
50 野川 野川14 令和6年4月12日 第291号
51 野川 野川15 令和3年5月25日 第408号
52 西野川3丁目 野川16 令和3年5月25日 第408号
53 西野川2丁目 野川17 令和3年5月25日 第408号
54 野川及び西野川2丁目 野川18 令和3年5月25日 第408号
55 野川、西野川1丁目及び西野川2丁目 野川19 令和3年5月25日 第408号
56 野川、西野川1丁目 野川20 令和3年5月25日 第408号
57 西野川1丁目及び梶ヶ谷 野川21 令和6年9月6日 第532号
58 野川及び西野川3丁目 野川22 令和3年5月25日 第408号
59 東有馬2丁目 東有馬2丁目1 令和3年5月25日 第408号
60 東有馬3丁目 東有馬3丁目1 令和3年5月25日 第408号

宮前区内土砂災害警戒区域指定一覧
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資料１６



番号 所在地 区域名 指定年月日 県告示第号
62 東有馬5丁目 東有馬5丁目1 平成23年3月29日 第225号
63 東有馬5丁目 東有馬5丁目2 令和3年5月25日 第408号
64 東有馬4丁目及び東有馬5丁目 東有馬5丁目3 平成23年3月29日 第225号
65 馬絹及び宮崎1丁目 馬絹1 平成23年3月29日 第225号
66 馬絹5丁目 馬絹2 令和3年5月25日 第408号
67 馬絹4丁目 馬絹3 令和3年5月25日 第408号
68 馬絹 馬絹4 平成23年3月29日 第225号
69 馬絹 馬絹5 平成23年3月29日 第225号
70 馬絹6丁目及び宮崎1丁目 馬絹6 令和3年5月25日 第408号
71 馬絹及び宮崎1丁目 馬絹7 平成26年4月18日 第222号
72 宮崎 宮崎1 平成23年3月29日 第225号
73 宮崎 宮崎2 平成23年3月29日 第225号
74 宮崎1丁目 宮崎1丁目1 平成23年3月29日 第225号
75 宮崎1丁目及び馬絹6丁目 宮崎1丁目2 令和3年5月25日 第408号
76 宮崎1丁目 宮崎1丁目3 平成26年4月18日 第222号
77 宮崎2丁目 宮崎2丁目1 平成23年3月29日 第225号
78 宮崎及び宮崎2丁目 宮崎2丁目2 平成23年3月29日 第225号
79 宮崎2丁目 宮崎2丁目3 平成23年3月29日 第225号
80 宮崎2丁目及び宮崎3丁目 宮崎2丁目4 平成26年4月18日 第222号
81 宮崎3丁目 宮崎3丁目1 令和4年8月19日 第357号
82 宮崎3丁目 宮崎3丁目2 令和3年5月25日 第408号
83 宮崎5丁目 宮崎5丁目1 平成23年3月29日 第225号
84 宮崎5丁目及び宮崎6丁目 宮崎6丁目1 平成23年3月29日 第225号
85 宮崎2丁目、宮前平1丁目及び宮前平3丁目 宮前平1丁目1 平成23年3月29日 第225号
86 宮前平1丁目 宮前平1丁目2 平成23年3月29日 第225号
87 宮前平1丁目、宮前平2丁目及び宮前平3丁目 宮前平1丁目3 平成23年3月29日 第225号
88 土橋1丁目及び宮前平2丁目 宮前平2丁目1 令和3年5月25日 第408号
90 犬蔵1丁目及び菅生6丁目 犬蔵1丁目1 平成23年3月29日 第225号
91 犬蔵1丁目 犬蔵1丁目2 平成23年3月29日 第225号
92 犬蔵1丁目 犬蔵1丁目3 令和3年5月25日 第408号
93 犬蔵1丁目 犬蔵1丁目4 平成23年3月29日 第225号
94 犬蔵1丁目 犬蔵1丁目5 令和3年5月25日 第408号
95 犬蔵1丁目 犬蔵1丁目6 令和3年5月25日 第408号
96 犬蔵2丁目 犬蔵2丁目1 令和3年5月25日 第408号
97 犬蔵2丁目 犬蔵2丁目2 平成23年3月29日 第225号
98 犬蔵2丁目 犬蔵2丁目3 令和3年5月25日 第408号
99 犬蔵2丁目 犬蔵2丁目4 平成23年3月29日 第225号

100 犬蔵2丁目 犬蔵2丁目5 平成23年3月29日 第225号
101 犬蔵3丁目 犬蔵3丁目1 令和3年5月25日 第408号
102 犬蔵3丁目 犬蔵3丁目2 令和3年5月25日 第408号
103 犬蔵3丁目 犬蔵3丁目3 平成26年4月18日 第222号
104 五所塚1丁目及び神木本町1丁目 五所塚1丁目1 令和3年5月25日 第408号
105 五所塚1丁目 五所塚1丁目2 平成26年4月18日 第222号
106 五所塚2丁目及び平2丁目 五所塚2丁目1 令和3年5月25日 第408号
107 潮見台及び菅生ケ丘 潮見台1 令和3年5月25日 第408号
108 潮見台 潮見台2 令和3年5月25日 第408号
109 潮見台 潮見台3 平成23年3月29日 第225号
111 神木本町1丁目及び神木本町2丁目 神木本町1丁目1 令和3年5月25日 第408号
112 神木本町1丁目 神木本町1丁目2 令和6年3月5日 第95号
113 神木本町2丁目 神木本町2丁目1 令和3年5月25日 第408号
114 神木本町2丁目 神木本町2丁目2 令和3年5月25日 第398号
115 神木本町2丁目 神木本町2丁目3 令和6年1月30日 第34号
116 神木本町3丁目 神木本町3丁目1 令和3年5月25日 第408号
117 神木本町3丁目及び神木本町4丁目 神木本町4丁目1 平成23年3月29日 第225号
118 神木本町2丁目及び神木本町4丁目 神木本町4丁目2 平成23年3月29日 第225号
119 神木本町5丁目及び平5丁目 神木本町5丁目1 令和3年5月25日 第408号
120 白幡台1丁目 白幡台1丁目1 平成23年3月29日 第225号
121 白幡台2丁目及び初山2丁目 白幡台2丁目1 令和3年5月25日 第408号
122 菅生1丁目及び菅生2丁目 菅生1丁目1 令和3年5月25日 第408号
123 菅生1丁目 菅生1丁目2 令和3年5月25日 第408号
124 菅生1丁目及び初山1丁目 菅生1丁目3 令和3年5月25日 第408号
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番号 所在地 区域名 指定年月日 県告示第号
125 菅生2丁目 菅生2丁目1 令和3年5月25日 第408号
126 菅生1丁目及び菅生2丁目 菅生2丁目2 令和3年5月25日 第408号
127 菅生2丁目 菅生2丁目3 令和3年5月25日 第408号
128 菅生2丁目 菅生2丁目4 平成23年3月29日 第225号
129 菅生4丁目及び菅生5丁目 菅生4丁目1 令和3年5月25日 第408号
130 菅生4丁目 菅生4丁目2 令和3年5月25日 第408号
131 菅生5丁目 菅生5丁目1 令和3年5月25日 第408号
132 菅生6丁目 菅生6丁目1 令和3年5月25日 第408号
133 菅生3丁目及び菅生ケ丘 菅生ケ丘1 令和5年2月24日 第59号
134 菅生ケ丘 菅生ケ丘2 令和3年5月25日 第408号
135 菅生ケ丘及び水沢3丁目 菅生ケ丘3 令和3年5月25日 第408号
136 菅生ケ丘 菅生ケ丘4 令和3年5月25日 第408号
137 五所塚2丁目、神木本町1丁目及び平1丁目 平1丁目1 令和3年5月25日 第408号
138 平1丁目及び平2丁目 平1丁目2 令和6年3月5日 第95号
139 五所塚2丁目及び平2丁目 平2丁目1 平成23年3月29日 第225号
140 平2丁目 平2丁目2 令和3年5月25日 第408号
141 平3丁目 平3丁目1 令和3年5月25日 第408号
142 平2丁目及び平3丁目 平3丁目2 令和3年5月25日 第408号
143 平3丁目 平3丁目3 平成23年3月29日 第225号
144 白幡台1丁目及び平4丁目 平4丁目1 令和3年5月25日 第408号
145 平4丁目及び南平台 平4丁目2 令和3年5月25日 第408号
146 平1丁目及び平5丁目 平5丁目1 令和3年5月25日 第408号
147 平5丁目、平6丁目及び南平台 平5丁目2 平成23年3月29日 第225号
148 神木本町4丁目及び平6丁目 平6丁目1 平成23年3月29日 第225号
149 南平台 南平台1 平成23年3月29日 第225号
150 南平台 南平台2 平成23年3月29日 第225号
151 南平台及び初山2丁目 南平台3 令和3年5月25日 第408号
152 白幡台1丁目及び南平台 南平台4 平成23年3月29日 第225号
153 初山1丁目 初山1丁目1 令和3年5月25日 第408号
154 初山1丁目 初山1丁目2 令和3年5月25日 第408号
155 初山1丁目 初山1丁目3 令和3年5月25日 第408号
156 初山1丁目 初山1丁目4 令和3年5月25日 第408号
157 初山1丁目 初山1丁目5 令和4年1月25日 第19号
158 初山1丁目 初山1丁目6 令和3年5月25日 第408号
159 菅生1丁目及び初山1丁目 初山1丁目7 令和3年5月25日 第408号
160 菅生6丁目及び初山2丁目 初山2丁目1 平成23年3月29日 第225号
161 水沢1丁目、水沢2丁目及び水沢3丁目 水沢1丁目1 平成23年3月29日 第225号
162 水沢1丁目 水沢1丁目2 令和3年5月25日 第408号
163 水沢1丁目及び水沢2丁目 水沢1丁目3 平成23年3月29日 第225号
164 水沢2丁目 水沢2丁目1 令和3年5月25日 第408号
165 菅生3丁目及び水沢3丁目 水沢3丁目1 令和6年2月22日 第78号
166 水沢3丁目 水沢3丁目2 平成23年3月29日 第225号

対象現象 未指定 指定済

急傾斜地の崩壊 ０区域 １６１区域

令和6年9月6日現在
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令
和

４
年

６
月

改
正

警
戒

レ
ベ

ル
基

　
　

準
発

令
対

象
判

断
基

準
の

補
足

資
料

等
発

令
者

広
報

手
段

警
戒

レ
ベ

ル
５

①
 氾

濫
開

始
相

当
水

位
に

到
達

し
た

場
合

②
 堤

防
に

異
常

な
漏

水
・
浸

食
の

進
行

や
亀

裂
・
す

べ
り

等
に

よ
り

決
壊

の
お

そ
れ

が
高

ま
っ

た
場

合
③

 決
壊

や
越

水
・
溢

水
の

発
生

若
し

く
は

氾
濫

発
生

情
報

（
警

戒
レ

ベ
ル

５
相

当
情

報
［
洪

水
］
）
が

発
表

さ
れ

た
場

合

警
戒

レ
ベ

ル
５

①
 氾

濫
開

始
相

当
水

位
に

到
達

し
た

場
合

②
 洪

水
警

報
の

危
険

度
分

布
で

「
災

害
切

迫
（
黒

）
」
が

出
現

し
た

場
合

（
流

域
雨

量
指

数
が

実
況

で
大

雨
特

別
警

報
（
浸

水
害

）
の

基
準

に
到

達
し

た
場

合
）

③
 水

門
等

の
施

設
の

機
能

支
障

が
発

見
さ

れ
た

場
合

や
排

水
機

場
の

運
転

を
停

止
せ

ざ
る

を
え

な
い

場
合

（
支

川
合

流
部

の
た

め
発

令
対

象
区

域
を

限
定

す
る

）
④

 堤
防

に
異

常
な

漏
水

・
浸

食
の

進
行

や
亀

裂
・
す

べ
り

の
発

生
等

に
よ

り
決

壊
の

お
そ

れ
が

高
ま

っ
た

場
合

⑤
 決

壊
や

越
水

・
溢

水
が

発
生

し
た

場
合

※
国

、
県

管
理

河
川

以
外

の
市

内
河

川
及

び
水

路
に

つ
い

て
は

、
過

去
の

浸
水

地
域

と
時

間
降

水
量

等
を

考
慮

し
て

各
区

で
巡

回
を

行
い

避
難

等
に

係
る

判
断

を
行

う
。

注
）

①
　

本
基

準
は

、
判

断
を

行
う

た
め

の
目

安
で

あ
り

、
災

害
状

況
の

推
移

、
予

測
等

を
踏

ま
え

柔
軟

に
対

応
す

る
。

②
　

災
害

が
発

生
し

、
又

は
ま

さ
に

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
お

い
て

、
人

の
生

命
又

は
身

体
に

対
す

る
危

険
を

防
止

す
る

た
め

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
市

長
ま

た
は

消
防

機
関

に
属

す
る

者
等

は

  
  

警
戒

区
域

を
設

定
し

、
当

該
区

域
へ

の
立

ち
入

り
を

制
限

し
、

若
し

く
は

禁
止

し
、

又
は

退
去

を
命

ず
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
災

害
対

策
基

本
法

第
6
3
条

、
水

防
法

第
2
1
条

）

緊
急

安
全

確
保

警
戒

レ
ベ

ル
３

高
齢

者
等

避
難

①
 避

難
判

断
水

位
（
レ

ベ
ル

３
水

位
）
に

到
達

し
、

か
つ

、
上

流
の

水
位

観
測

所
の

河
川

水
位

の
上

昇
や

洪
水

予
報

の
内

容
、

降
水

短
時

間
予

報
等

に
よ

り
、

氾
濫

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

。
②

 発
令

基
準

①
が

想
定

さ
れ

る
強

い
降

雨
を

伴
う

台
風

等
が

、
夜

間
か

ら
明

け
方

に
接

近
・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
。

③
 堤

防
に

軽
微

な
漏

水
・
浸

食
等

が
発

見
さ

れ
た

場
合

。

○
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

又
は

県
が

公
表

し
た

浸
水

想
定

区
域

図
の

浸
水

想
定

区
域

内
の

住
民

○
気

象
情

報
台

風
情

報
川

崎
市

防
災

気
象

情
報

の
天

気
予

報
気

象
庁

の
予

報
気

象
警

報
、

注
意

報
、

特
別

警
報

○
鶴

見
川

（
麻

生
区

）
、

矢
上

川
、

有
馬

川
、

麻
生

川
、

真
光

寺
川

、
三

沢
川

、
五

反
田

川
、

二
ヶ

領
本

川
、

平
瀬

川
、

平
瀬

川
支

川
に

係
る

水
防

警
報

及
び

水
位

デ
ー

タ
等

○
巡

視
に

よ
る

現
地

調
査

＊
水

位
情

報
は

各
水

位
観

測
所

の
水

位
で

あ
り

、
当

該
水

位
を

基
に

当
該

河
川

の
重

要
水

防
箇

所
Ａ

、
Ｂ

や
想

定
浸

水
深

が
5
0
c
m

以
上

の
地

点
を

重
点

に
現

場
の

状
況

を
確

認
し

て
判

断
す

る
。

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
放

送
○

区
の

広
報

車
、

消
防

車
両

か
ら

の
放

送
○

自
主

防
災

組
織

、
町

内
会

長
等

に
よ

る
伝

達 ○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
○

防
災

気
象

情
報

メ
ー

ル
、

Ｘ
○

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
○

L
ア

ラ
ー

ト
配

信
○

緊
急

速
報

メ
ー

ル

警
戒

レ
ベ

ル
４

避
難

指
示

①
 氾

濫
危

険
水

位
（
洪

水
特

別
警

戒
水

位
）
（
レ

ベ
ル

４
水

位
）
に

到
達

し
た

場
合

、
又

は
到

達
す

る
前

で
あ

っ
て

も
、

急
激

な
水

位
上

昇
に

よ
り

氾
濫

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

②
 発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

立
退

き
避

難
が

困
難

と
な

る
暴

風
を

伴
い

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
（
暴

風
警

報
の

発
表

後
速

や
か

に
発

令
）

③
 発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
④

 堤
防

に
異

常
な

漏
水

・
浸

食
等

が
発

見
さ

れ
た

場
合

上
記

の
ほ

か
、

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
サ

イ
レ

ン

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
放

送
○

区
の

広
報

車
、

消
防

車
両

か
ら

の
放

送
○

自
主

防
災

組
織

、
町

内
会

長
等

に
よ

る
伝

達 ○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
○

防
災

気
象

情
報

メ
ー

ル
、

Ｘ
○

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
○

L
ア

ラ
ー

ト
配

信
○

緊
急

速
報

メ
ー

ル

警
戒

レ
ベ

ル
４

避
難

指
示

①
 氾

濫
危

険
水

位
（
レ

ベ
ル

４
水

位
）
に

到
達

し
た

場
合

、
水

位
予

測
に

基
づ

き
急

激
な

水
位

上
昇

に
よ

り
ま

も
な

く
氾

濫
危

険
水

位
を

超
え

、
さ

ら
に

水
位

の
上

昇
が

見
込

ま
れ

る
場

合
又

は
氾

濫
開

始
相

当
水

位
に

到
達

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

場
合

。
た

だ
し

、
幸

区
戸

手
４

丁
目

の
堤

防
の

川
側

の
地

区
に

つ
い

て
は

、
現

場
の

状
況

か
ら

水
位

が
居

住
地

に
達

す
る

見
込

み
が

あ
る

場
合

②
 発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

立
退

き
避

難
が

困
難

と
な

る
暴

風
を

伴
い

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
（
暴

風
警

報
の

発
表

後
速

や
か

に
発

令
）

③
 発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
。

④
 堤

防
に

異
常

な
漏

水
・
浸

食
等

が
発

見
さ

れ
た

場
合

上
記

の
ほ

か
、

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
サ

イ
レ

ン

緊
急

安
全

確
保

洪
水

に
関

す
る

避
難

情
報

の
発

令
基

準
項

　
　

目

国 直 轄 河 川 の 洪 水

警
戒

レ
ベ

ル
３

高
齢

者
等

避
難

①
 避

難
判

断
水

位
（
レ

ベ
ル

３
水

位
）
に

到
達

し
、

か
つ

、
上

流
の

水
位

観
測

所
の

河
川

水
位

の
上

昇
や

洪
水

予
報

の
内

容
、

降
水

短
時

間
予

報
等

に
よ

り
、

氾
濫

危
険

水
位

を
超

え
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

場
合

。
た

だ
し

、
幸

区
戸

手
４

丁
目

の
堤

防
の

川
側

の
地

区
に

つ
い

て
は

、
現

場
の

状
況

か
ら

水
位

が
居

住
地

に
達

す
る

見
込

み
が

あ
る

場
合

②
 発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
③

 堤
防

に
軽

微
な

漏
水

・
浸

食
等

が
発

見
さ

れ
た

場
合

○
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

又
は

県
が

公
表

し
た

浸
水

想
定

区
域

図
の

浸
水

想
定

区
域

内
の

住
民

○
気

象
情

報
台

風
情

報
川

崎
市

防
災

気
象

情
報

の
天

気
予

報
気

象
庁

の
予

報
気

象
警

報
、

注
意

報
、

特
別

警
報

○
多

摩
川

、
幸

区
の

鶴
見

川
・
矢

上
川

に
係

る
　

洪
水

予
報

、
水

防
警

報
、

水
害

リ
ス

ク
ラ

イ
ン

及
び

水
位

デ
ー

タ
等

○
小

河
内

ダ
ム

放
流

通
知

○
水

位
観

測
所

状
況

図
（
堤

防
断

面
図

）
○

重
要

水
防

箇
所

（
多

摩
川

・
鶴

見
川

他
）

○
巡

視
に

よ
る

現
地

調
査

＊
水

位
情

報
は

各
基

準
水

位
観

測
所

の
水

位
で

あ
り

、
当

該
水

位
情

報
を

基
に

当
該

洪
水

予
報

区
間

の
重

要
水

防
箇

所
Ａ

、
Ｂ

や
想

定
浸

水
深

が
5
0
c
m

以
上

の
地

点
を

重
点

に
現

場
の

状
況

を
確

認
し

て
判

断
す

る
。

○
市

長
（
災

害
対

策
基

本
法

　
第

6
0
条

、
　

水
防

法
第

2
9
条

）
○

区
長

、
消

防
局

長
、

　
消

防
署

長
（
川

崎
市

地
域

防
災

計
画

風
水

害
対

策
編

）
避

難
指

示
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

、
市

長
（
市

本
部

長
）
に

要
請

す
る

い
と

ま
の

な
い

と
き

は
、

補
助

執
行

機
関

と
し

て
避

難
指

示
を

市
長

に
代

わ
り

実
施

し
、

事
後

速
や

か
に

市
長

に
報

告
す

る
。

県 管 理 河 川 の 洪 水
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令
和

４
年

６
月

改
正

警
戒

レ
ベ

ル
基

　
　

準
発

令
対

象
判

断
基

準
の

補
足

資
料

等
発

令
者

広
報

手
段

警
戒

レ
ベ

ル
３

①
 大

雨
警

報
（
土

砂
災

害
）
（
警

戒
レ

ベ
ル

３
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
が

発
表

さ
れ

、
か

つ
、

土
砂

災
害

警
戒

判
定

メ
ッ

シ
ュ

情
報

で
大

雨
警

報
の

土
壌

雨
量

指
数

基
準

を
超

過
し

、
さ

ら
に

降
雨

が
継

続
し

、
土

砂
災

害
警

戒
情

報
（
警

戒
レ

ベ
ル

４
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
の

発
表

が
見

込
ま

れ
る

場
合

②
 強

い
降

雨
を

伴
う

台
風

の
接

近
・
通

過
に

よ
り

、
横

浜
地

方
気

象
台

に
よ

る
気

象
経

過
予

想
に

お
い

て
、

夜
遅

く
か

ら
明

け
方

に
か

け
て

大
雨

注
意

報
が

大
雨

警
報

（
土

砂
災

害
）
（
警

戒
レ

ベ
ル

３
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
に

切
り

替
わ

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

て
い

る
場

合

○
土

砂
災

害
警

戒
区

域
内

の
住

民

○
気

象
情

報
台

風
情

報
川

崎
市

防
災

気
象

情
報

の
天

気
予

報
気

象
庁

の
予

報
気

象
警

報
、

注
意

報
、

特
別

警
報

○
雨

量
川

崎
市

防
災

気
象

情
報

の
雨

量
観

測
情

報
○

地
域

の
リ

ス
ク

情
報

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
○

土
壌

雨
量

指
数

○
気

象
庁

の
土

砂
災

害
警

戒
判

定
メ

ッ
シ

ュ
情

報
、

レ
ー

ダ
ー

・
ナ

ウ
キ

ャ
ス

ト
○

国
土

交
通

省
防

災
情

報
提

供
セ

ン
タ

ー
○

神
奈

川
県

土
砂

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

の
情

報

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
放

送
○

区
の

広
報

車
、

消
防

車
両

か
ら

の
放

送
○

自
主

防
災

組
織

、
町

内
会

長
等

に
よ

る
伝

達 ○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
○

防
災

気
象

情
報

メ
ー

ル
、

Ｘ
○

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
○

L
ア

ラ
ー

ト
配

信
○

緊
急

速
報

メ
ー

ル

警
戒

レ
ベ

ル
５

①
大

雨
特

別
警

報
（
土

砂
災

害
）
（
警

戒
レ

ベ
ル

５
相

当
情

報
[土

砂
災

害
]）

が
発

表
さ

れ
た

場
合

②
土

砂
災

害
の

危
険

度
分

布
で

「
災

害
切

迫
（
黒

）
」
（
警

戒
レ

ベ
ル

５
相

当
情

報
[土

砂
災

害
]）

と
な

っ
た

場
合

③
 土

砂
災

害
の

発
生

を
確

認
し

た
場

合

○
土

砂
災

害
警

戒
メ

ッ
シ

ュ
情

報
で

実
況

で
土

砂
災

害
警

戒
情

報
判

定
基

準
を

超
過

の
地

域
を

含
む

区
の

区
内

す
べ

て
の

土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
の

住
民

○
土

砂
災

害
の

発
生

地
点

周
辺

で
被

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

又
は

被
害

を
受

け
た

地
区

の
住

民

注
）

①
　

本
基

準
は

、
判

断
を

行
う

た
め

の
目

安
で

あ
り

、
災

害
状

況
の

推
移

、
予

測
等

を
踏

ま
え

柔
軟

に
対

応
す

る
。

②
　

災
害

が
発

生
し

、
又

は
ま

さ
に

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
お

い
て

、
人

の
生

命
又

は
身

体
に

対
す

る
危

険
を

防
止

す
る

た
め

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
市

長
ま

た
は

消
防

機
関

に
属

す
る

者
等

は
  

  
警

戒
区

域
を

設
定

し
、

当
該

区
域

へ
の

立
ち

入
り

を
制

限
し

、
若

し
く
は

禁
止

し
、

又
は

退
去

を
命

ず
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
災

害
対

策
基

本
法

第
6
3
条

、
水

防
法

第
2
1
条

）

上
記

に
加

え
、

○
土

砂
災

害
警

戒
情

報
○

記
録

的
短

時
間

大
雨

情
報

○
巡

視
に

よ
る

現
地

調
査

（
大

規
模

開
発

行
為

等
を

行
っ

て
い

る
現

場
付

近
、

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

区
域

の
う

ち
防

災
対

策
工

事
が

未
着

手
の

箇
所

、
過

去
に

土
砂

災
害

が
発

生
し

対
策

が
行

わ
れ

て
い

な
い

場
所

、
そ

の
他

の
巡

視
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

場
所

）
崖

崩
れ

の
前

兆
現

象
　

・
斜

面
(擁

壁
)の

亀
裂

　
・
ガ

リ
ー

(掘
れ

溝
)侵

食
の

発
生

　
・
湧

水
の

発
生

、
増

減
、

濁
り

等
の

変
化

　
・
浮

石
の

落
下

、
樹

木
等

の
揺

れ
　

・
斜

面
(擁

壁
)か

ら
の

異
音

　
・
斜

面
(擁

壁
)の

ふ
く
ら

み
　

・
小

崩
壊

の
断

続
的

発
生

等

上
記

の
ほ

か
、

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
サ

イ
レ

ン

緊
急

安
全

確
保

土
砂

災
害

に
関

す
る

避
難

情
報

の
発

令
基

準
項

　
　

目

崖 崩 れ

高
齢

者
等

避
難

○
市

長
（
災

害
対

策
基

本
法

　
第

6
0
条

）
○

区
長

、
消

防
局

長
、

　
消

防
署

長
（
川

崎
市

地
域

防
災

計
画

風
水

害
対

策
編

）
避

難
指

示
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

、
市

長
（
市

本
部

長
）
に

要
請

す
る

い
と

ま
の

な
い

と
き

は
、

補
助

執
行

機
関

と
し

て
避

難
指

示
を

市
長

に
代

わ
り

実
施

し
、

事
後

速
や

か
に

市
長

に
報

告
す

る
。

警
戒

レ
ベ

ル
４

避
難

指
示

①
土

砂
災

害
警

戒
情

報
（
警

戒
レ

ベ
ル

４
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
が

発
表

さ
れ

た
時

②
大

雨
警

報
（
土

砂
災

害
）
（
警

戒
レ

ベ
ル

３
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
が

発
表

さ
れ

て
い

る
状

況
で

、
川

崎
市

内
で

1
時

間
に

1
0
0
ｍ

ｍ
を

超
え

る
猛

烈
な

雨
が

観
測

さ
れ

た
場

合
③

発
令

基
準

①
、

②
が

想
定

さ
れ

る
強

い
降

雨
を

伴
う

台
風

等
が

、
立

退
き

避
難

が
困

難
と

な
る

暴
風

を
伴

い
接

近
・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
（
暴

風
警

報
の

発
表

後
速

や
か

に
発

令
）

④
発

令
基

準
①

、
②

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
⑤

 崖
崩

れ
の

前
兆

現
象

が
発

見
さ

れ
た

場
合

○
土

砂
災

害
警

戒
メ

ッ
シ

ュ
情

報
で

土
砂

災
害

警
戒

情
報

（
警

戒
レ

ベ
ル

４
相

当
情

報
［
土

砂
災

害
］
）
の

判
定

基
準

を
超

過
、

又
は

超
過

見
込

み
の

地
域

を
含

む
区

の
区

内
す

べ
て

の
土

砂
災

害
警

戒
区

域
内

の
住

民

○
大

規
模

な
開

発
行

為
等

を
行

っ
て

い
る

現
場

に
隣

接
し

て
い

る
住

宅
等

や
過

去
に

土
砂

災
害

が
発

生
し

た
後

に
特

に
対

策
を

行
っ

て
い

な
い

場
所

、
そ

の
他

の
土

砂
災

害
の

発
生

地
点

周
辺

で
被

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

又
は

被
害

を
受

け
た

地
区

の
住

民
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令
和

４
年

６
月

改
正

警
戒

レ
ベ

ル
基

　
　

準
発

令
対

象
判

断
基

準
の

補
足

資
料

等
発

令
者

広
報

手
段

警
戒

レ
ベ

ル
３

①
高

潮
注

意
報

の
発

表
に

お
い

て
警

報
に

切
り

替
え

る
可

能
性

が
高

い
旨

に
言

及
さ

れ
た

場
合

（
数

時
間

先
に

高
潮

警
報

が
発

表
さ

れ
る

状
況

の
時

に
発

表
）

②
発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
③

「
伊

勢
湾

台
風

」
級

の
台

風
が

接
近

し
、

上
陸

２
４

時
間

前
に

、
気

象
庁

か
ら

、
特

別
警

報
発

表
の

可
能

性
が

あ
る

旨
、

府
県

気
象

情
報

や
記

者
会

見
等

に
よ

り
周

知
さ

れ
た

場
合

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
放

送
○

区
の

広
報

車
、

消
防

車
両

か
ら

の
放

送
○

自
主

防
災

組
織

、
町

内
会

長
等

に
よ

る
伝

達 ○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
○

防
災

気
象

情
報

メ
ー

ル
、

Ｘ
○

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
○

L
ア

ラ
ー

ト
配

信
○

緊
急

速
報

メ
ー

ル

警
戒

レ
ベ

ル
４

①
高

潮
警

報
（
警

戒
レ

ベ
ル

４
相

当
情

報
[高

潮
]）

又
は

高
潮

特
別

警
報

（
警

戒
レ

ベ
ル

４
相

当
情

報
[高

潮
]）

が
発

表
さ

れ
た

場
合

②
発

令
基

準
①

が
想

定
さ

れ
る

強
い

降
雨

を
伴

う
台

風
等

が
、

夜
間

か
ら

明
け

方
に

接
近

・
通

過
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
場

合
（
高

潮
注

意
報

が
発

表
さ

れ
、

当
該

注
意

報
に

お
い

て
、

夜
間

～
翌

日
早

朝
ま

で
に

警
報

に
切

り
替

え
る

可
能

性
が

高
い

旨
言

及
さ

れ
る

場
合

な
ど

）

警
戒

レ
ベ

ル
５

①
水

門
、

陸
こ

う
等

の
異

常
が

確
認

さ
れ

た
場

合
②

海
岸

堤
防

等
が

倒
壊

し
た

場
合

③
異

常
な

越
波

・
越

流
が

発
生

し
た

場
合

④
高

潮
氾

濫
の

発
生

を
確

認
し

た
場

合
、

若
し

く
は

高
潮

氾
濫

発
生

情
報

が
発

表
さ

れ
た

場
合

注
）

①
　

本
基

準
は

、
判

断
を

行
う

た
め

の
目

安
で

あ
り

、
災

害
状

況
の

推
移

、
予

測
等

を
踏

ま
え

柔
軟

に
対

応
す

る
。

②
　

災
害

が
発

生
し

、
又

は
ま

さ
に

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
お

い
て

、
人

の
生

命
又

は
身

体
に

対
す

る
危

険
を

防
止

す
る

た
め

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
市

長
ま

た
は

消
防

機
関

に
属

す
る

者
等

は
  

  
警

戒
区

域
を

設
定

し
、

当
該

区
域

へ
の

立
ち

入
り

を
制

限
し

、
若

し
く
は

禁
止

し
、

又
は

退
去

を
命

ず
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
災

害
対

策
基

本
法

第
6
3
条

、
水

防
法

第
2
1
条

）

避
難

指
示

上
記

の
ほ

か
、

○
同

報
系

防
災

行
政

無
線

に
よ

る
サ

イ
レ

ン

緊
急

安
全

確
保

高
潮

災
害

に
関

す
る

避
難

情
報

の
発

令
基

準
項

　
　

目

高 潮 災 害

高
齢

者
等

避
難

○
神

奈
川

県
が

指
定

し
た

高
潮

浸
水

想
定

区
域

内
の

住
民

等

○
気

象
情

報
台

風
情

報
川

崎
市

防
災

気
象

情
報

の
天

気
予

報
気

象
庁

の
予

報
気

象
警

報
、

注
意

報
、

特
別

警
報

○
地

域
の

リ
ス

ク
情

報
高

潮
浸

水
想

定
区

域
図

（
神

奈
川

県
）

○
市

長
（
災

害
対

策
基

本
法

　
第

6
0
条

）
○

区
長

、
消

防
局

長
、

　
消

防
署

長
（
川

崎
市

地
域

防
災

計
画

風
水

害
対

策
編

）
避

難
指

示
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

、
市

長
（
市

本
部

長
）
に

要
請

す
る

い
と

ま
の

な
い

と
き

は
、

補
助

執
行

機
関

と
し

て
避

難
指

示
を

市
長

に
代

わ
り

実
施

し
、

事
後

速
や

か
に

市
長

に
報

告
す

る
。
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九都県市の協定に基づく災害時帰宅支援ステーション店舗一覧

●デイリーヤマザキ ●ニューヤマザキデイリーストア

●ファミリーマート ●セブン-イレブン

●ミニストップ ●ポプラ

●ローソン ●ローソンストア１００

●生活彩家 ●ナチュラルローソン　　　 等

●カレーハウス　CoCo壱番屋 ●吉野家

●タリーズコーヒー ●山田うどん食堂

●ミスタードーナツ ●天丼てんや　　　　　　　 等

●モスバーガー

●味の民芸 ●ロイヤルホスト

●ＴＧＩ フライデーズ ●和食さと

●デニーズ ●焼肉の和民 等

●和食麺処サガミ

●はな（花）の舞 ●旨唐揚げと居酒メシ ミライザカ

●さかなや道場 ●三代目　鳥メロ　　　　　　等

●カラオケ館 ●カラオケパセラ

●カラオケの鉄人 ●ＪＯＹＳＯＵＮＤ

●カラオケルーム歌広場 ●カラオケバンバン

●カラオケＡＬＬ ●カラオケマック

●ビッグエコー ●カラオケまねきねこ

●カラオケモコモコ ●コート・ダジュール　　  　等

●ナポリの窯 ●快活ＣＬＵＢ

●オートバックス ●ケアパートナー　　 　  　等

令和5年10月末現在

コンビニエンスストア

カラオケスペース

ファミリーレストラン

居酒屋

ファーストフード

その他
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東急電鉄株式会社防災計画 

第１節 計画方針 

この計画は川崎市地域防災計画に基づき、地震に関する災害予防、災害応急対策及び災害復旧につ

いて定め、旅客の生命、身体を災害から保護するとともに、災害による被害を軽減し、もって公共機

関の社会的責任を果たすことを目的とする。 

 

第２節 施設の現況 

当社の東横線24.2㎞のうち約 3.6㎞、目黒線11.9kmのうち約3.6km、田園都市線31.5㎞のうち約 

6.7㎞、大井町線12.4kmのうち、約2.1kmが川崎市内に敷設され、延長16.0kmの軌道、10か所の駅舎、

多数の橋りょう、高架橋、隧道、変電所、信号施設、電気施設、土木施設等が含まれており、主なる

施設の概要は次のとおりである。 

 

※東横線・目黒線及び田園都市線・大井町線（二子新地駅～溝の口駅間）は、複々線として、 

駅。変電所等の施設を共用している。 

 

第３節 施設の災害予防計画 

１ 各施設の点検整備計画 

新設建造物については、関係法規により設計し、既存の建築物及び工作物の点検については、

定期的に検査を行い、その処置については検討の結果、補修、改良等により強化を図ると共に、

長期計画の中に織り込んで諸設備の改良、整備に努めていく。 

２ 列車無線の設置 

全車両及び全線にわたり列車無線を設置し、列車乗務員と運輸司令所との連絡と通報の迅速を 

図り、円滑な運行管理を行うとともに、災害が発生し列車運行に支障があると認められる場合、 

一斉指令により全列車の緊急停止を行い、併発事故を未然に防止する。 

３ 応急資材等の整備 

各現業区ごとに常に応急復旧資材の種類、数量及び配置場所を明らかにしておくとともに、機

械及び人員についても業務分担表を作成し、社外工事関係業者の応援体制に備えている。 
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第４節 応急対策 

１ 災害時の活動体制 

地震による災害に際しては、その被害を最小限に止め、速やかに被害復旧に当るため事故・災

害対策本部を設置し、輸送力の確保に努める。 

２ 地震時における緊急措置 

(1) 運転規制の内容（運輸司令所長の取扱い） 

震度４      ・直ちに全列車の停止を指令する。 

・震動停止後、運転士に対し、規制区間内の先行列車位置または規制 

区間の終端まで２５㎞/h以下の注意運転を指令する。 

・運転より進路等に異常がない旨、及び構造物等に異常がない旨確認 

 後、速度規制を解除する。 

 

震度５弱     ・直ちに全列車の停止を指令する。 

・電気司令長より、電力管理システムにより、き電線、高圧配電線の 

送電に異常がない旨、および規制区間内の駅長・区長から運転に関 

わる施設等に異常のない旨報告を受けたのち、運転士に対し、規制 

区間内の先行列車位置また規制区間内の終端まで２５km/h以下の注 

意運転を指令する。  

・運転士より進路等に異常がない旨、及び電力司令長より構造物等に 

異常がない旨の報告を受けたのち、速度規制を解除する。 

 

震度５強以上   ・直ちに全列車の停止を指令する。 

・電気司令長より、規制区間内の構造物等に異常がない旨、及び巡回 

係員等による安全確認のうえ異常がない旨、並びに規制区間内の駅 

長・区長から構造物等に異常がない旨の報告を受けたのち、運転士 

に対し、規制区間内の先行列車位置また規制区間内の終端まで２５ 

km/h以下の注意運転を指令する。  

・運転士より進路等に異常がない旨の報告を受けたのち、注意運転を 

解除する。 

(2) 乗務員の対応 

運転士は、強い揺れを感知したとき、または早期地震警報システムを受報したとき、及び 

運輸司令所長から地震が発生し列車を停止させるよう指示を受けたときは、橋梁、盛土部、 

隧道等をなるべく避け速やかに停止する。列車停止後、運輸司令所長から運転に関する指示 

がない場合は、周辺状況をよく確認し、最も安全と認められる取り扱いをする。 

３ 通信情報連絡計画 

(1) 各現業長は管轄区域における人的、物的の被害について直ちにその状況を把握し、詳細に対

策本部に報告する。 

(2) 無線車を災害現場に急派すると共に移動用無線機を携行し、設備保全課、現業区、電気司令

所及び運輸司令所と無線により通信連絡を行う。 

４ 避難誘導計画 
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駅長は地震発生により駅構内の状況及び旅客の動態を把握し、適切な放送等により旅客の混乱

を防止する一方、危険と思われるときは、旅客を安全な場所に避難誘導するとともに、火気使用

器具等の使用を停止し出火防止に努める。乗務員は運輸司令所長または最寄駅長の指示に従う。

また、その指示を受けることの出来ない場合は最も安全と思われる場所に旅客を誘導する。 

５ 人命救助、救出計画 

負傷者に対する応急措置と最寄りの病院に収容又は救急車要請を手配する。 

 

第５節 応急復旧計画 

本社に事故・災害対策本部を設置し、あらかじめ定められた組織に従い、本部長の指示により復旧 

計画、輸送計画、情報の収集と発表、事故原因の究明等を行い、早期復旧と適正対処を期する。 

関係各部では、それぞれの内規により人員の招集、復旧資材の運搬等に努めると共に作業計画、復

旧見込等を本部長に報告し、早期復旧の徹底を図る。 
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中日本高速道路㈱東京支社横浜保全・サービスセンター防災計画 

【中日本高速道路㈱東京支社横浜保全・サービスセンター】 

第１節 計画の目的 

この計画は、横浜保全・サービスセンターの管理する道路において、地震、豪雨、暴風、火災等に

より災害が発生する恐れがある場合又は発生した場合において、これを未然に防止し、又はその被害

の拡大を防ぎ、復旧を迅速に行うために処理すべき事項を定め、もって道路構造の保全と円滑・安全

な交通確保を図ることを目的とする。 

 

第２節 防災体制 

１ 防災体制 

特別巡回及び防災体制（以下「防災体制等」という）は、次のとおりとする。 

(1) 特別巡回  「資料１」に定める基準に達したとき。 

その他必要があると認められるとき。 

(2) 警戒体制  「資料１」に定める基準に達したとき。 

管内に大雨或いは暴風等の警戒が発令されたとき。 

その他必要があると認められるとき。 

災害が発生する恐れのあるとき。 

(3) 緊急体制  「資料１」に定める基準に達したとき。 

通行止めを必要とするとき。 

災害が発生したとき。 

(4) 非常体制  重大な災害が発生し、通行止めが広範囲又は長期間となる場合。 

２ 防災体制等発令基準 

防災体制の発令基準は、「資料１」によるものとする。 

３ 防災体制等における組織及び事務分掌 

(1) 特別巡回 

地  震 

地震時における特別巡回は、別に定める「震災点検要領」に従って実施するものとするが、

管内を２時間程度で巡回させるものとする。 

(2) 防災体制 

地  震 

地震時における警戒体制及び緊急体制の組織、構成員を定め実施するものとする。 

４ 社員等の緊急連絡体制 

夜間及び休日における社員等の緊急連絡体制は、川崎道路管制センターより当番課長に連絡す

るものとする。 
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第３節 交通規制等 

１ 交通規制 

(1) 交通規制の基準 

「資料１」に定める基準に達した時に実施する所定の交通規制のほか、災害が発生したとき

は、その形態・状況に応じた交通規制を支社防災担当課及び管制室に通知し、実施する。 

この場合、警視庁、神奈川県警察高速道路交通警察隊と協議するものとする。 

(2) 交通規制の実施 

交通規制の実施方法は、路上作業要領・規制の手引き等に基づき実施する。 

通行止めの場合は、料金所における流入規制とともに、人員が揃い次第本線閉鎖用規制機材

等を用いて速やかに通行止めの措置を講ずるものとする。 

２ 停滞車両対策 

(1) 休憩施設内の駐車車両対策 

「資料１」に定める基準で通行止めが予測される場合は、事前に料金所、休憩施設営業者に

その旨を連絡し、規制実施に伴う混乱の防止に努めるものとする。 

(2) 本線内停滞車両排除 

地震時の停車車両を除き、異常気象時における通行止めの規制を実施したときは、原則とし

て最寄りインターチェンジより車両を流出させるものとする。 

なお、災害の発生或いは発生の恐れがあるため、最寄りのインターチェンジより流出させる

ことが不可能な場合は、支社、高速警察隊と協議のうえ、中央分離帯開口部等により誘導によ

って反転させ排除する等の措置を講ずる場合もある。 

３ 情報提供 

周辺道路管理者 

交通規制の情報は、管制室の所掌する所定の可変情報板等の操作及び連絡体制によるほか、通

行止めを実施したときは、周辺道路管理者等と情報を相互に交換し、周辺の道路状況を把握する

とともに、混乱の防止に努めるものとする。 

 

第４節 応急復旧対策 

１ 応急復旧の基本方針 

災害が発生した場合、通行車両の安全を図るための交通規制の実施とともに、速やかに応急復

旧作業に着手するものとする。 

この場合、一車線／方向の確保を図ることを一目標として、早急に安全対策を実施するものと

する。 

なお、災害が発生する恐れのある場合についても、上記と同様とする。 

２ 災害復旧備蓄材 

災害復旧を迅速に実施するため、災害復旧用備蓄材等を常に整備しておくものとする。 

３ 応援体制 

(1) 協力要請会社 

災害が発生した場合、早期に労務・資機材等を調達するため、地元建設会社等に協力・応援

を要請するものとする。 
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(2) 応急復旧工事 

応急復旧工事は、小規模な場合を除き交通を確保するための応急対策工事と、道路構造保全

のための復旧工事にわけられるが、復旧工事での手戻り工事等を極力少なくする広報の選択等

に配慮しておくものとする。 

 

資料 

（本章末資料１ 保全・サービスセンターにおける風水害・地震防災体制発令基準及び道路通行規制

等基準） 
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川崎市支援・減免制度一覧 
 

 事   項 お 問 合 せ 先 電 話 番 号 

減 

 

免 

市税（個人の市民税、固定資産税、

都市計画税）の減免 
みぞのくち市税事務所 ８２０－６５５５㈹ 

国民健康保険料の減免 区役所保険年金課 ８５６－３１５６ 

後期高齢者医療・介護保険料の減

免 

区役所保険年金課 ８５６－３１５９ 

介護サービス利用料の減免 区役所高齢・障害課 ８５６－３２３８ 

保育料の減免（保育所） 区役所児童家庭課 ８５６－３２５８ 

免

除 
国民年金保険料の免除 区役所保険年金課 ８５６－３１５４ 

支 

 

 

 

援 

火災ごみの処理手数料の相談 

（一般家庭対象） 
宮前生活環境事業所 ８６６－９１３１ 

緊急避難先として市営住宅を 

一時的に使用する相談 まちづくり局市営住宅管理課 ２００－２９４８ 

災害対策資金・激甚災害対策資金

の融資の相談（中小企業者） 

経済労働局金融課 ５４４－１８４６～７ 

中小企業溝口事務所 ８１２－１１１２～３ 

援護物資・見舞金等の交付 区役所地域ケア推進課 ８５６－３２８１ 

証

明

書

等 

国民健康保険証の再発行 区役所保険年金課 ８５６－３１５６ 

後期高齢者医療保険証・介護保険

証の再発行 
区役所保険年金課 ８５６－３１５９ 

罹災証明書の発行（風水害） 区役所危機管理担当 ８５６－３１１４ 

罹災証明書の発行（火災） 宮前消防署 ８５２－０１１９ 

※被災状況などにより、下記事項の対象とならない場合もありますので、詳しくは各部 

署へお問い合わせください。なお、該当する方は、申請手続きが必要です。 
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